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§１．研究実施体制  

（１）「植田」グループ （東京大学） 

① 研究開発代表者： 

   植田 一博 （東京大学 大学院総合文化研究科 教授） 

② 研究項目： 

 新しい人体動作計測手法に向けた原理検証（送受信機ハードウェア・ソフトウェア開発、信号処理・測位

ソフトウェアの開発） 

 上記手法の動作計測性能の検証 

 

（２）「吉岡」グループ （東京大学） 

① 主たる共同研究者： 

   吉岡 伸輔 （東京大学 大学院総合文化研究科 准教授） 

② 研究項目： 

 チームスポーツとしてのバスケットボールの技能継承支援に向けた原理検証 

 「植田」グループで開発する新しい人体動作計測手法の実地での性能検証 

 

 

§２．研究実施の概要  

本研究では探索期間内に、まず、(1)新しい人体動作計測手法の開発に向けた原理検証を実施する。さらに、

開発する人体動作計測手法の原理検証のためのフィールドとしてバスケットボールを設定し、(2)チームスポー

ツの技能継承支援に向けた原理検証を実施した。(1)については、4～8 点程度の移動点に対する 1mm 以下

の精度、サンプリング周波数 100Hz以上での位置決定を、(2)のスポーツ測定において実用となる 10m以上の

範囲において実現することを目指した。 

まず、(1)新しい人体動作計測手法の開発に向けた原理検証については、探索期間の達成目標に基づき、

人体に取り付け可能な可搬型の 5 チャンネル送信機を開発した。この送信機により、同時に 5 チャンネルの安

定的な測位（位置決め）を、距離 10m程度の範囲内において達成した。受信機は、探索期間以前に開発したも

のを流用し、複数チャンネルを時分割で受信し、10チャンネル受信時の測位周波数は 100Hz、1チャンネル受

信の場合の測位周波数は 1kHz（チャンネル数×測位周波数=一定）であった。測位の達成精度は、探索研究

期間の目標精度 1mm 程度に対して、約 5mm であった。被検者の人体により開始時にアンテナが隠されてい

る等の理由により、シグナルが検出されない場合にも、複数の送受信信号から内挿することで、位置の推定を可

能にした。これにより、探索期間中に確立すべき測位システムのほとんどの機能を実現できた。 

次に、(2)チームスポーツの技能継承支援に向けた原理検証については、当初、オフェンス側の選手 2 名対

ディフェンス（守備）側 1名の場面におけるパス回しの攻防（2対 1攻守課題）を対象と考えていたが、途中で計

画を変更し、オフェンス 1 対ディフェンス 1 の攻防（1 対 1 攻守課題）における選手の動作を計測・分析し、そこ

から攻守攻防の戦術を明らかにした。具体的には、1) 1対 1攻守課題における守備行動のモデル化、2) 同課

題における攻撃行動の統計学的定量化、3) 勝敗にかかわる変数の抽出、および 4) チャンスの可視化による

パフォーマンス向上の実現、を進めた。その結果、守備者の動きを方位角不変追従モデルで表現することがで

き、攻撃者の動きは運動方向切り替え位置の空間的均一性によって特徴づけられ、攻撃者の移動方向切り替
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えに対する守備者の反応時間および攻撃者の移動速度が攻撃成功確率に影響することを明らかにした。また、

これらの知見を踏まえて、１対１ボールパス課題を模したオンライン対戦課題を作成し、2者の攻防における守備

者の可動範囲の可視化を行った。これにより、攻撃者は、守備者にカットされないパスのタイミング、すなわちパ

スのチャンスを知ることができるようになった。また、実際の１対１パス攻防における分析、技能伝承テストを実施

した。まず、上級者と未経験者の攻防、ならびに未経験者と未経験者の攻防を分析し、技術差のうち特徴的と考

えられる点を抽出した。その後、日を改めて、それらの点について練習を実施した上で、再度、攻防を計測し、

学習の有無の影響を確認した。この指導を 2 回繰り返し、学習経過を観察したところ、指導ポイントについての

改善が観察された。指導した者はバスケットボールのコーチング経験を有さない者であったことから、伝統技能

をはじめとして指導する者にとって未知の身体運動における技能継承を提案する場合への本手法の適用可能

性は高いと考えられる。さらに、2 対 1 条件での広い計測空間において使用予定であったマーカーレス計測法

の構築（OpenPoseを利用した 3次元姿勢計測）および精度検証を実施し、予定通り完了した。 
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